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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　架橋フッ素化ポリマーの製造方法であって、
　Ａ）１）４０～９０モルパーセントの、フッ化ビニリデンおよびテトラフルオロエチレ
ンからなる群から選択される第１のモノマーの共重合単位、
　　２）１０～６０モルパーセントの、式ＣＦ2＝ＣＦＯＲf（式中、Ｒfは、１～５個の
炭素原子のペルフルオロアルキレン基である）の第２のモノマーの共重合単位、
　　３）０～１０モルパーセントの、ヘキサフルオロプロピレンおよびテトラフルオロエ
チレンからなる群から選択されるコモノマーの共重合単位（ただし、前記第１のモノマー
がフッ化ビニリデンである場合、前記コモノマーはテトラフルオロエチレンであることの
みが可能であり、そして前記第１のモノマーがテトラフルオロエチレンである場合、前記
コモノマーはヘキサフルオロプロピレンであることのみが可能である）、
　　４）０～１０モルパーセントの、式ＣＦ2＝ＣＦＯ（Ｒf’Ｏ）n（Ｒf’’Ｏ）mＲf（
式中、Ｒf’およびＲf’’は、２～６個の炭素原子の異なる直線または分枝ペルフルオロ
アルキレン基であり、ｍおよびｎは、独立して０～１０であり、そしてＲfは、１～６個
の炭素原子のペルフルオロアルキル基である）のペルフルオロ（ビニルエーテル）の共重
合単位（ただし、前記ペルフルオロ（ビニルエーテル）は、前記第２のモノマーとは異な
る）、ならびに
　　５）０～１０モルパーセントの、
　　　ａ）プロパン酸、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエテニル
）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テ
トラフルオロ－、メチルエステル、
　　　ｂ）エタンスルホニルフルオリド、２－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリ
フルオロエテニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－１
，１，２，２－テトラフルオロ－、
　　　ｃ）１－プロパノール、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキ
シ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフ
ルオロ－、
　　　ｄ）プロパンニトリル、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエ
テニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，
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３－テトラフルオロ－、
　　　ｅ）ヘキサンニトリル、２，２，３，３，４，４，５，５，６，６－デカフルオロ
－６－［（１，２，２－トリフルオロエテニル）オキシ］－、
　　　ｆ）プロパンニトリル、２，３，３，３－テトラフルオロ－２－［１，１，２，２
，３，３－ヘキサフルオロ－３－［（トリフルオロエテニル）オキシ］プロポキシ］－、
　　　ｇ）プロパンアミド、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエテ
ニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３
－テトラフルオロ－、
　　　ｈ）１－プロパノール、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキ
シ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフ
ルオロ－、リン酸二水素、および
　　　ｉ）プロパン酸、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキシ］メ
チル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフルオロ
－
からなる群から選択される官能性フルオロビニルエーテルからなる群から選択される官能
性フルオロビニルエーテルの共重合単位
から本質的になるヨウ素化オリゴマーを供給する工程であって、前記二ヨウ素化オリゴマ
ーが１０００～２５，０００ｇ／モルの数平均分子量を有し、そして前記オリゴマーが各
鎖末端でヨウ素基を有する工程と、
　Ｂ）前記ヨウ素化オリゴマーを、次式
　　　　　　　　　ＣＨ2＝ＣＹ－（ＣＨ2）n－ＳｉＲＲ’Ｒ’’
（式中、Ｙは水素原子またはＣ1～Ｃ3アルキル基であり、Ｒはメトキシ基またはエトキシ
基であり、そしてＲ’およびＲ’’は、独立して、メチル基、メトキシ基およびエトキシ
基からなる群から選択される）のビニルシランと、モル比の条件下で接触させて、次式
　　　　　　　ＰＣ－［ＣＨ2ＣＹＩ－（ＣＨ2）nＳｉＲＲ’Ｒ’’］m

（式中、ＰＣは前記ヨウ素化オリゴマーのポリマー鎖であり、ｎは０～２であり、そして
ｍは２である）の組成物であるシリコン含有ポリマー付加物を形成する工程と、
　Ｃ）前記シリコン含有ポリマー付加物を酸と接触させて、架橋フッ素化ポリマーを形成
する工程と
を含む方法。
【請求項２】
　架橋フッ素化ポリマーの製造方法であって、
　Ａ）１）４０～９０モルパーセントの、フッ化ビニリデンおよびテトラフルオロエチレ
ンからなる群から選択される第１のモノマーの共重合単位、
　　２）１０～６０モルパーセントの、式ＣＦ2＝ＣＦＯＲf（式中、Ｒfは、１～５個の
炭素原子のペルフルオロアルキレン基である）の第２のモノマーの共重合単位、
　　３）０～１０モルパーセントの、ヘキサフルオロプロピレンおよびテトラフルオロエ
チレンからなる群から選択されるコモノマーの共重合単位（ただし、前記第１のモノマー
がフッ化ビニリデンである場合、前記コモノマーはテトラフルオロエチレンであることの
みが可能であり、そして前記第１のモノマーがテトラフルオロエチレンである場合、前記
第３のモノマーはヘキサフルオロプロピレンであることのみが可能である）、
　　４）０～１０モルパーセントの、式ＣＦ2＝ＣＦＯ（Ｒf’Ｏ）n（Ｒf’’Ｏ）mＲf（
式中、Ｒf’およびＲf’’は、２～６個の炭素原子の異なる直線または分枝ペルフルオロ
アルキレン基であり、ｍおよびｎは、独立して０～１０であり、そしてＲfは、１～６個
の炭素原子のペルフルオロアルキル基である）のペルフルオロ（ビニルエーテル）の共重
合単位（ただし、前記ペルフルオロ（ビニルエーテル）は、前記第２のモノマーとは異な
る）、および
　　５）０～１０モルパーセントの、
　　　ａ）プロパン酸、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエテニル
）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テ
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トラフルオロ－、メチルエステル、
　　　ｂ）エタンスルホニルフルオリド、２－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリ
フルオロエテニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－１
，１，２，２－テトラフルオロ－、
　　　ｃ）１－プロパノール、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキ
シ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフ
ルオロ－、
　　　ｄ）プロパンニトリル、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエ
テニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，
３－テトラフルオロ－、
　　　ｅ）ヘキサンニトリル、２，２，３，３，４，４，５，５，６，６－デカフルオロ
－６－［（１，２，２－トリフルオロエテニル）オキシ］－、
　　　ｆ）プロパンニトリル、２，３，３，３－テトラフルオロ－２－［１，１，２，２
，３，３－ヘキサフルオロ－３－［（トリフルオロエテニル）オキシ］プロポキシ］－、
　　　ｇ）プロパンアミド、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエテ
ニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３
－テトラフルオロ－、
　　　ｈ）１－プロパノール、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキ
シ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフ
ルオロ－、リン酸二水素、および
　　　ｉ）プロパン酸、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキシ］メ
チル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフルオロ
－
からなる群から選択される官能性フルオロビニルエーテルからなる群から選択される官能
性フルオロビニルエーテルの共重合単位
から本質的になり、１０００～２５，０００ｇ／モルの数平均分子量を有し、そして各鎖
末端でヨウ素基を有する、ヨウ素化オリゴマーを供給する工程と、
　Ｂ）前記ヨウ素化オリゴマーを、次式
　　　　　　　　　ＣＨ2＝ＣＹ－（ＣＨ2）n－ＳｉＲＲ’Ｒ’’
（式中、Ｙは水素原子またはＣ1～Ｃ3アルキル基であり、Ｒはメトキシ基またはエトキシ
基であり、そしてＲ’およびＲ’’は、独立して、メチル基、メトキシ基およびエトキシ
基からなる群から選択される）のビニルシランと、前記ヨウ素化オリゴマー対前記ビニル
シランのモル比が１対少なくとも２．５である条件下で接触させて、次式
　　　　　　　ＰＣ－［ＣＨ2ＣＹＩ－（ＣＨ2）nＳｉＲＲ’Ｒ’’］m

（式中、ＰＣは前記ヨウ素化オリゴマーのポリマー鎖であり、ｎは０～２であり、そして
ｍは２である）の組成物であるシリコン含有ポリマー付加物を形成する工程と、
　Ｃ）前記シリコン含有ポリマー付加物を還元剤と接触させて、非ヨウ素化シリコン含有
ポリマー付加物を形成する工程と、
　Ｄ）前記非ヨウ素化シリコン含有ポリマー付加物を酸と接触させて、架橋フッ素化ポリ
マーを形成する工程と
を含む方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
実施例１７
　シリコン含有ポリマー付加物２（１．３２ｇ、５．２８×１０-4モル）、シリコン含有
ポリマー付加物３（０．７２ｇ、２．８８×１０-4モル）、およびメタンスルホン酸（０
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．０１５ｇ、１．６×１０-4モル）を撹拌し、キャスティング混合物１７を形成した。直
ちに、このキャスティング混合物から薄膜をキャストした。架橋膜は、－２８℃のＴgお
よび３１０℃のＴ10を有した。ｎ－オクタン中での膨潤率は、室温で２４時間後は０％、
６０℃で２４時間後は２％であった。
　本出願は、特許請求の範囲に記載の発明を含め、以下の発明を包含する。
（１）　架橋フッ素化ポリマーの製造方法であって、
　Ａ）１）４０～９０モルパーセントの、フッ化ビニリデンおよびテトラフルオロエチレ
ンからなる群から選択される第１のモノマーの共重合単位、
　　２）１０～６０モルパーセントの、式ＣＦ2＝ＣＦＯＲf（式中、Ｒfは、１～５個の
炭素原子のペルフルオロアルキレン基である）の第２のモノマーの共重合単位、
　　３）０～１０モルパーセントの、ヘキサフルオロプロピレンおよびテトラフルオロエ
チレンからなる群から選択されるコモノマーの共重合単位（ただし、前記第１のモノマー
がフッ化ビニリデンである場合、前記コモノマーはテトラフルオロエチレンであることの
みが可能であり、そして前記第１のモノマーがテトラフルオロエチレンである場合、前記
コモノマーはヘキサフルオロプロピレンであることのみが可能である）、
　　４）０～１０モルパーセントの、式ＣＦ2＝ＣＦＯ（Ｒf’Ｏ）n（Ｒf’’Ｏ）mＲf（
式中、Ｒf’およびＲf’’は、２～６個の炭素原子の異なる直線または分枝ペルフルオロ
アルキレン基であり、ｍおよびｎは、独立して０～１０であり、そしてＲfは、１～６個
の炭素原子のペルフルオロアルキル基である）のペルフルオロ（ビニルエーテル）の共重
合単位（ただし、前記ペルフルオロ（ビニルエーテル）は、前記第２のモノマーとは異な
る）、ならびに
　　５）０～１０モルパーセントの、
　　　ａ）プロパン酸、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエテニル
）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テ
トラフルオロ－、メチルエステル、
　　　ｂ）エタンスルホニルフルオリド、２－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリ
フルオロエテニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－１
，１，２，２－テトラフルオロ－、
　　　ｃ）１－プロパノール、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキ
シ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフ
ルオロ－、
　　　ｄ）プロパンニトリル、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエ
テニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，
３－テトラフルオロ－、
　　　ｅ）ヘキサンニトリル、２，２，３，３，４，４，５，５，６，６－デカフルオロ
－６－［（１，２，２－トリフルオロエテニル）オキシ］－、
　　　ｆ）プロパンニトリル、２，３，３，３－テトラフルオロ－２－［１，１，２，２
，３，３－ヘキサフルオロ－３－［（トリフルオロエテニル）オキシ］プロポキシ］－、
　　　ｇ）プロパンアミド、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエテ
ニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３
－テトラフルオロ－、
　　　ｈ）１－プロパノール、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキ
シ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフ
ルオロ－、リン酸二水素、および
　　　ｉ）プロパン酸、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキシ］メ
チル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフルオロ
－
からなる群から選択される官能性フルオロビニルエーテルからなる群から選択される官能
性フルオロビニルエーテルの共重合単位
から本質的になるヨウ素化オリゴマーを供給する工程であって、前記二ヨウ素化オリゴマ
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ーが１０００～２５，０００ｇ／モルの数平均分子量を有し、そして前記オリゴマーが各
鎖末端でヨウ素基を有する工程と、
　Ｂ）前記ヨウ素化オリゴマーを、次式
　　　　　　　　　ＣＨ2＝ＣＹ－（ＣＨ2）n－ＳｉＲＲ’Ｒ’’
（式中、Ｙは水素原子またはＣ1～Ｃ3アルキル基であり、Ｒはメトキシ基またはエトキシ
基であり、そしてＲ’およびＲ’’は、独立して、メチル基、メトキシ基およびエトキシ
基からなる群から選択される）のビニルシランと、モル比の条件下で接触させて、次式
　　　　　　　ＰＣ－［ＣＨ2ＣＹＩ－（ＣＨ2）nＳｉＲＲ’Ｒ’’］m

（式中、ＰＣは前記ヨウ素化オリゴマーのポリマー鎖であり、ｎは０～２であり、そして
ｍは２である）の組成物であるシリコン含有ポリマー付加物を形成する工程と、
　Ｃ）前記シリコン含有ポリマー付加物を酸と接触させて、架橋フッ素化ポリマーを形成
する工程と
を含む方法。
（２）　前記第１のモノマーがフッ化ビニリデンである、（１）に記載の方法。
（３）　前記第１のモノマーがテトラフルオロエチレンである、（１）に記載の方法。
（４）　前記第２のモノマーがペルフルオロメチルビニルエーテルである、（１）に記載
の方法。
（５）　ヨウ素化オリゴマー対ビニルシランのモル比が７．５～１０である、（１）に記
載の方法。
（６）　工程Ｃで利用される前記酸が、メタンスルホン酸、トリフリン酸、パラトルエン
スルホン酸、塩酸、硝酸および硫酸からなる群から選択される、（１）に記載の方法。
（７）　架橋フッ素化ポリマーの製造方法であって、
　Ａ）１）４０～９０モルパーセントの、フッ化ビニリデンおよびテトラフルオロエチレ
ンからなる群から選択される第１のモノマーの共重合単位、
　　２）１０～６０モルパーセントの、式ＣＦ2＝ＣＦＯＲf（式中、Ｒfは、１～５個の
炭素原子のペルフルオロアルキレン基である）の第２のモノマーの共重合単位、
　　３）０～１０モルパーセントの、ヘキサフルオロプロピレンおよびテトラフルオロエ
チレンからなる群から選択されるコモノマーの共重合単位（ただし、前記第１のモノマー
がフッ化ビニリデンである場合、前記コモノマーはテトラフルオロエチレンであることの
みが可能であり、そして前記第１のモノマーがテトラフルオロエチレンである場合、前記
第３のモノマーはヘキサフルオロプロピレンであることのみが可能である）、
　　４）０～１０モルパーセントの、式ＣＦ2＝ＣＦＯ（Ｒf’Ｏ）n（Ｒf’’Ｏ）mＲf（
式中、Ｒf’およびＲf’’は、２～６個の炭素原子の異なる直線または分枝ペルフルオロ
アルキレン基であり、ｍおよびｎは、独立して０～１０であり、そしてＲfは、１～６個
の炭素原子のペルフルオロアルキル基である）のペルフルオロ（ビニルエーテル）の共重
合単位（ただし、前記ペルフルオロ（ビニルエーテル）は、前記第２のモノマーとは異な
る）、および
　　５）０～１０モルパーセントの、
　　　ａ）プロパン酸、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエテニル
）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テ
トラフルオロ－、メチルエステル、
　　　ｂ）エタンスルホニルフルオリド、２－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリ
フルオロエテニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－１
，１，２，２－テトラフルオロ－、
　　　ｃ）１－プロパノール、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキ
シ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフ
ルオロ－、
　　　ｄ）プロパンニトリル、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエ
テニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，
３－テトラフルオロ－、
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　　　ｅ）ヘキサンニトリル、２，２，３，３，４，４，５，５，６，６－デカフルオロ
－６－［（１，２，２－トリフルオロエテニル）オキシ］－、
　　　ｆ）プロパンニトリル、２，３，３，３－テトラフルオロ－２－［１，１，２，２
，３，３－ヘキサフルオロ－３－［（トリフルオロエテニル）オキシ］プロポキシ］－、
　　　ｇ）プロパンアミド、３－［１－［ジフルオロ［（１，２，２－トリフルオロエテ
ニル）オキシ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３
－テトラフルオロ－、
　　　ｈ）１－プロパノール、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキ
シ］メチル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフ
ルオロ－、リン酸二水素、および
　　　ｉ）プロパン酸、３－［１－［ジフルオロ［（トリフルオロエテニル）オキシ］メ
チル］－１，２，２，２－テトラフルオロエトキシ］－２，２，３，３－テトラフルオロ
－
からなる群から選択される官能性フルオロビニルエーテルからなる群から選択される官能
性フルオロビニルエーテルの共重合単位
から本質的になり、１０００～２５，０００ｇ／モルの数平均分子量を有し、そして各鎖
末端でヨウ素基を有する、ヨウ素化オリゴマーを供給する工程と、
　Ｂ）前記ヨウ素化オリゴマーを、次式
　　　　　　　　　ＣＨ2＝ＣＹ－（ＣＨ2）n－ＳｉＲＲ’Ｒ’’
（式中、Ｙは水素原子またはＣ1～Ｃ3アルキル基であり、Ｒはメトキシ基またはエトキシ
基であり、そしてＲ’およびＲ’’は、独立して、メチル基、メトキシ基およびエトキシ
基からなる群から選択される）のビニルシランと、前記ヨウ素化オリゴマー対前記ビニル
シランのモル比が１対少なくとも２．５である条件下で接触させて、次式
　　　　　　　ＰＣ－［ＣＨ2ＣＹＩ－（ＣＨ2）nＳｉＲＲ’Ｒ’’］m

（式中、ＰＣは前記ヨウ素化オリゴマーのポリマー鎖であり、ｎは０～２であり、そして
ｍは２である）の組成物であるシリコン含有ポリマー付加物を形成する工程と、
　Ｃ）前記シリコン含有ポリマー付加物を還元剤と接触させて、非ヨウ素化シリコン含有
ポリマー付加物を形成する工程と、
　Ｄ）前記非ヨウ素化シリコン含有ポリマー付加物を酸と接触させて、架橋フッ素化ポリ
マーを形成する工程と
を含む方法。
（８）　前記第１のモノマーがフッ化ビニリデンである、（７）に記載の方法。
（９）　前記第１のモノマーがテトラフルオロエチレンである、（７）に記載の方法。
（１０）　前記第２のモノマーがペルフルオロメチルビニルエーテルである、（７）に記
載の方法。
（１１）　前記ヨウ素化オリゴマー対ビニルシランのモル比が１対７．５～１０である、
（７）に記載の方法。
（１２）　工程Ｃで利用される前記酸が、メタンスルホン酸、トリフリン酸、パラトルエ
ンスルホン酸、塩酸、硝酸および硫酸からなる群から選択される、（７）に記載の方法。
（１３）　前記還元剤が、水素化トリブチルスズ、非プロトン溶媒中の亜鉛、水素化リチ
ウムアルミニウム、水素化ホウ素ナトリウム、ナトリウムアマルガム、ジボラン、および
触媒上の水素からなる群から選択される、（７）に記載の方法。
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